
Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階　Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！
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n°
─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

10日間の旅」は、2023年6月5日～14日の予定で準備が進められています。
現地合流の方を含めて、45名の参加者の予定です。主を待ち望み、主を
愛する心を深める旅となりますよう、日本からイスラエルとヨルダンを祝福
する旅となりますよう、引き続き共にお祈りください。

日本全国の教会と地域の祝福のために
　栄子・スティーブンス師の日本のリバイバルへの召しが与えられて、35年
近くになります。神学校を卒業後、イスラエル、アメリカでの生活を送りながら、
宣教活動、イスラエルと日本で支援団体を立ち上げてまいりました。昨年、
最愛の夫であるビル師を天に見送り、いよいよ献身の思いは深まり、栄子師
の日本の教会へお仕えし続けていく志は、神の愛と共に、変わらない祈りを
捧げています。2023年、神の臨在の器である栄子・スティーブンス師が、
さらに荒野で叫ぶ者の声として、主が来られる日に備えて、元気いっぱいに
みことばを語ることができますよう、引き続き共にお祈りください。よろしく
お願いいたします。

1
祈りの課題

2

3

日本列島縦断講演「オメガ・ジャパンツアー2023」のために
　2月、来日訪問地区は、関東地区、関西地区、中国地区、九州
地区を予定しております。日本の教会、日本全国の祝福となり、多くの
方々が救われますように。すべての備えと準備、各集会の祝福の
ために。栄子・スティーブンス師の健康が日々守られ、主の油注ぎ
が満ちあふれますようお祈りください。
　また、第2回目の申し込みを受け付け開始します。どうぞ、日本
全国47都道府県すべての地域に神のみことばが種となり、大い
なる祝福とリバイバルへの道備えの役割を果たすことができます
ように、すべての必要が満たされますよう共にお祈りください。

第4回オメガプレミアム・ツアーのために
　「栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

栄子・スティーブンスと行く

日程：2024年2月上旬～3月上旬 予定
イスラエル&ヨルダン（ペトラ）10日間の旅

事前優待予約・案内申込受付スタート！！

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

第5回オメガプレミアム・グレイスツアー

事前予約申込をされた方には、詳細が決まり次第、
日程・内容・費用などを事前にお知らせいたします。

事前優待予約・案内希望　受付期間

Eメール
FAX

専用フォーム

tour@omega.or.jp
06-6777-2117　
https://www.omega.or.jp/tour/

※詳細内容・
お申込等について
添付チラシあり

※詳細内容・お申込等について添付チラシあり

2023年1月21日～2月28日まで
専用フォーム

日本列島縦断講演

お問合せ
info@omega.or.jp
Eメール開催地域でのセミナー等にご参加希望の方は、

日時・開催場所・内容等をご案内させていただきます。

お問合せ・お申し込み：オメガ・ジャパン
info@omega.or.jp
06-6777-2117

Eメール
TEL&FAX

オメガ・ジャパンツアー2023
第1回　2023年2月1日～3月1日
右記の地域でのセミナー等開催が決定しました。
どうぞ覚えてお祈りください。
関東地区・関西地区・中国地区・九州地区予定

第2回　予約・お問合せスタート！　

礼拝・講演会・伝道集会・各種セミナー・牧師会・修養会
等の申込受付を開始します！

2/5 京都府（君は愛されるために生まれた・終末論セミナー）
2/11・12 福岡県（終末論セミナー）
2/15 大分県（終末論セミナー・牧師会）
2/17 岡山県（イスラエルセミナー）
2/19 広島県（君は愛されるために生まれた・終末論セミナー）
2/23 群馬県（過ぎ越しの祭り実演セミナー・牧師会）
2/26 東京都（黙示録質疑応答セミナー）

TEL&FAX
06-6777-2117

OMEGA GRACE 2023－24

2023年9月下旬～11月ごろ来日予定

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階　Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584

Contents

横田 聖子

永遠の命にある希望を伝える使命をもって
07

神の夢を共に見る
05 増山 浩史

Omega Grace Letter Vol .1

この都のことで喜びなさい
～神によって裁きを宣告された大バビロン～

02 栄子・スティーブンス
Voice From Revelation　黙示録シリーズVol. 32　未来の預言―その24

08 お知らせ／祈りの課題
Omega Japan

O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r 130
2023 FEB. issue

n°
─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

10日間の旅」は、2023年6月5日～14日の予定で準備が進められています。
現地合流の方を含めて、45名の参加者の予定です。主を待ち望み、主を
愛する心を深める旅となりますよう、日本からイスラエルとヨルダンを祝福
する旅となりますよう、引き続き共にお祈りください。

日本全国の教会と地域の祝福のために
　栄子・スティーブンス師の日本のリバイバルへの召しが与えられて、35年
近くになります。神学校を卒業後、イスラエル、アメリカでの生活を送りながら、
宣教活動、イスラエルと日本で支援団体を立ち上げてまいりました。昨年、
最愛の夫であるビル師を天に見送り、いよいよ献身の思いは深まり、栄子師
の日本の教会へお仕えし続けていく志は、神の愛と共に、変わらない祈りを
捧げています。2023年、神の臨在の器である栄子・スティーブンス師が、
さらに荒野で叫ぶ者の声として、主が来られる日に備えて、元気いっぱいに
みことばを語ることができますよう、引き続き共にお祈りください。よろしく
お願いいたします。

1
祈りの課題

2

3

日本列島縦断講演「オメガ・ジャパンツアー2023」のために
　2月、来日訪問地区は、関東地区、関西地区、中国地区、九州
地区を予定しております。日本の教会、日本全国の祝福となり、多くの
方々が救われますように。すべての備えと準備、各集会の祝福の
ために。栄子・スティーブンス師の健康が日々守られ、主の油注ぎ
が満ちあふれますようお祈りください。
　また、第2回目の申し込みを受け付け開始します。どうぞ、日本
全国47都道府県すべての地域に神のみことばが種となり、大い
なる祝福とリバイバルへの道備えの役割を果たすことができます
ように、すべての必要が満たされますよう共にお祈りください。

第4回オメガプレミアム・ツアーのために
　「栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

栄子・スティーブンスと行く

日程：2024年2月上旬～3月上旬 予定
イスラエル&ヨルダン（ペトラ）10日間の旅

事前優待予約・案内申込受付スタート！！

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

第5回オメガプレミアム・グレイスツアー

事前予約申込をされた方には、詳細が決まり次第、
日程・内容・費用などを事前にお知らせいたします。

事前優待予約・案内希望　受付期間

Eメール
FAX

専用フォーム

tour@omega.or.jp
06-6777-2117　
https://www.omega.or.jp/tour/

※詳細内容・
お申込等について
添付チラシあり

※詳細内容・お申込等について添付チラシあり

2023年1月21日～2月28日まで
専用フォーム

日本列島縦断講演

お問合せ
info@omega.or.jp
Eメール開催地域でのセミナー等にご参加希望の方は、

日時・開催場所・内容等をご案内させていただきます。

お問合せ・お申し込み：オメガ・ジャパン
info@omega.or.jp
06-6777-2117

Eメール
TEL&FAX

オメガ・ジャパンツアー2023
第1回　2023年2月1日～3月1日
右記の地域でのセミナー等開催が決定しました。
どうぞ覚えてお祈りください。
関東地区・関西地区・中国地区・九州地区予定

第2回　予約・お問合せスタート！　

礼拝・講演会・伝道集会・各種セミナー・牧師会・修養会
等の申込受付を開始します！

2/5 京都府（君は愛されるために生まれた・終末論セミナー）
2/11・12 福岡県（終末論セミナー）
2/15 大分県（終末論セミナー・牧師会）
2/17 岡山県（イスラエルセミナー）
2/19 広島県（君は愛されるために生まれた・終末論セミナー）
2/23 群馬県（過ぎ越しの祭り実演セミナー・牧師会）
2/26 東京都（黙示録質疑応答セミナー）

TEL&FAX
06-6777-2117

OMEGA GRACE 2023－24

2023年9月下旬～11月ごろ来日予定



この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。時が近づいているからである。
黙示録1:3

03

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 32 ―その24未来の預言

36節で、「すべての神よりも自分を高め、
大いなるものとし」と、これは人類史上か
つてなかった出来事です。偽の神が全世
界を一つの国にして、独裁国家とするこ
とです。同じく36節で、「神の神に向かっ
てあきれ果てるようなことを語り、憤りが
終わるまで栄える」とあります。真の神様
に悪態をつき、聖徒たちを虐殺して行く
ことは、主の激しい御怒りに触れます。

37節で、「彼は、先祖の神々を心にか
けず、女たちの慕うものも、どんな神々も
心にかけない」という者です。先祖たちが
拝んでいた偶像を心に掛けず、全世界に
堂々とサタン礼拝をもたらすようなことは
過去にはありませんでした。

創世記3章15節では、神様がサタンに、
「お前の子孫」と言われたことから、サタ
ンと人間の間に生まれた者が反キリスト
であるという、ユダヤ人神学者の考えを
聞いたことがあります。もし、この解釈が
正しいのであれば、ロバと馬を掛け合わ
せることによってラバが生まれるという、
同じ状況になります。そうすると、子孫を
つくることができないので、「女たちの慕
う者も、どんな神々も心に掛けない」（ダ
ニ11:37）というみことばが理解できます。
反キリストは、異性に対する欲望がない
とも考えられます。

黙示録18章18節と19節、「彼女が焼
かれる煙を見て、叫んで言いました。『こ
のすばらしい都のような所がほかにあろ
うか。』 それから、彼らは、頭にちりをか
ぶって、泣き悲しみ、叫んで言いました。

『わざわいが来た。わざわいが来た。大
きな都よ。海に舟を持つ者はみな、この
都のおごりによって富を得ていたのに、
それが一瞬のうちに荒れすたれるとは』」

が二頭で回りながら、オリーブの実を潰
していきますが、オリーブの種まで潰れて
しまいます。そのような大きな石臼は、よ
ほど強い御使いでないと、持ち上げて海
に放り込むことはできないでしょう。そし
ていったん沈めば、再び浮き上がらせる
ことは不可能です。大バビロンは再び現
れることはありません。神様による、完
全破壊の宣言です。

黙示録18章22節から24節、「立琴を
ひく者、歌を歌う者、笛を吹く者、ラッ
パを鳴らす者の声は、もうおまえのうち
に聞かれなくなる。あらゆる技術を持っ
た職人たちも、もうおまえのうちに見られ
なくなる。ひき臼の音も、もうおまえのう
ちに聞かれなくなる。ともしびの光は、も
うおまえのうちに輝かなくなる。花婿、
花嫁の声も、もうおまえのうちに聞かれ
なくなる。なぜなら、おまえの商人たち
は地上の力ある者どもで、すべての国々
の民がおまえの魔術にだまされていたか
らだ。また、預言者や聖徒たちの血、お
よび地上で殺されたすべての人々の血が、
この都の中に見いだされたからだ」

22節で、「ひき臼の音も、もうおまえ
のうちに聞かれなくなる」というのです。
何の音も聞こえない、すべて破壊された
静かな大バビロンの姿です。再建は不可
能です。23節で、「すべての国々の民が
おまえの魔術にだまされていたからだ」と、
強い御使いは言っています。

こうして、サタン、反キリスト、偽預言
者による「偽の三位一体」は、世界中の
人々をつまずかせ、人々を真の神様から
引き離してしまったのです。

大バビロンの都によって栄えていた者
たちは、一瞬にして、破壊されたその煙
を眺めながら泣き悲しみ、「わざわいが来
た」と叫んでいます。どのような武器を
使って、このように破壊されたのかは、
聖書に書かれていません。近代技術であ
る原爆や水爆とも考えられます。

大バビロンの完全崩壊と
喜びのハレルヤ

黙示録18章20節と21節、「『おお、天
よ、聖徒たちよ、使徒たちよ、預言者た
ちよ。この都のことで喜びなさい。神は、
あなたがたのために、この都にさばきを
宣告されたからです。」 また、ひとりの強
い御使いが、大きい、ひき臼のような石
を取り上げ、海に投げ入れて言った。『大
きな都バビロンは、このように激しく打ち
倒されて、もはやなくなって消えうせてし
まう』」

20節、「おお、天よ、聖徒たちよ、使
徒たちよ、預言者たちよ。この都のこと
で喜びなさい。神は、あなたがたのために、
この都にさばきを宣告されたからです」と、
神様に仕える者たちを殉教させた、大バ
ビロンへの裁きが宣告されています。

21節では、「また、ひとりの強い御使
いが、大きい、ひき臼のような石を取り
上げ、海に投げ入れて言った。『大きな都
バビロンは、このように激しく打ち倒され
て、もはやなくなって消えうせてしまう』」
と言っています。

大バビロンは、いったん海に投げ込ま
れた石臼が、再び浮かび上がることがな
い、完全な破壊をこの臼に例えています。
イスラエルでは古代の石臼を幾つも見ま
した。あまりにも大きくて重いので、ロバ

力強い大バビロンは、一瞬にして破壊
されます。ソドムとゴモラも同様に、短
い時間で破壊されたことでしょう。そし
て、4千年前に破壊されたその場所は、
今日に至るまで、草一本生えない荒れ果
てた所となって、人々が眺めているので
す。現在の世界で、同様のことが起こる
とすれば、原子力爆弾のような兵器を使
用するだろうと思われます。そして後に、
人々は遠くに立って眺めていることで
しょう。

瞬時に破壊される
大バビロン（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）18章
9節と10節、「彼女と不品行を行い、好色
にふけった地上の王たちは、彼女が火で
焼かれる煙を見ると、彼女のことで泣き、
悲しみます。 彼らは、彼女の苦しみを恐
れたために、遠く離れて立っていて、こう
言います。『わざわいが来た。わざわいが
来た。大きな都よ。力強い都、バビロンよ。
あなたのさばきは、一瞬のうちに来た』」

今号も共に学んでまいりましょう。

黙示録18章11節から13節、「また、
地上の商人たちは彼女のことで泣き悲し
みます。もはや彼らの商品を買う者がだ
れもいないからです。商品とは、金、銀、
宝石、真珠、麻布、紫布、絹、緋布、香木、
さまざまの象牙細工、高価な木や銅や
鉄や大理石で造ったあらゆる種類の器具、
また、肉桂、香料、香、香油、乳香、ぶ
どう酒、オリーブ油、麦粉、麦、牛、羊、
それに馬、車、奴隷、また人のいのちで
す」

11節、「地上の商人たちは彼女のこと
で泣き悲しみます。もはや彼らの商品を
買う者がだれもいないからです」と言って
います。多くの人々がいる大バビロンに
はそれぞれ友人や愛する者たちがいたこ
とでしょうが、もはや彼らの悲しみは、
商品を買う者がいなくなったという悲しみ
だけです。

12節と13節で、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧していた大
バビロンの様子が、以下の品々に現わさ
れています。

「奴隷、そして人身などである」と口語訳
には記されています。文語訳や欽定訳（キ
ング・ジェームズ訳）の訳では、「奴隷、
および霊魂なり」と記されています。新改
訳では、「人のいのち」と記されています。

現在、人身売買によって世界中で多くの
人々が行方不明になっていると言われて
います。悪徳ブローカーたちが、性の奴隷
や麻薬などの売買で大きな収入をもたら
しています。また、囚人や身分の低い者と
見なされた人々は捕らえられ、移植手術の
売買に使われ、高額な値段で大きな商売を
しているのです。このように、「人のいのち」
は世界中、日々売り買いされているのです。

14節に、あらゆるはでな物、華やかな
物は消え失せたと書いてあります。15節
では、大淫婦である彼女の苦しみを恐れ
て遠く離れていて、泣き悲しんでいるのは
商人たちです。自分たちの商売が破綻し
てしまうような出来事なので、友人知人
仲間たちが滅びて悲しんでいるのではな
く、自分たちの金もうけができなくなった
ことで泣いています。

16節と17節、「わざわいが来た。わざ
わいが来た。大きな都よ。あれほどの富が、
一瞬のうちに荒れすたれてしまった」と
言っています。かなり前の大事件である
2001年のニューヨークのツインタワーが
崩壊したのを、私はイスラエルで見てい
ました。何事が起ったのかと、驚愕した
ことを覚えています。

17節で、「すべての船長、すべての船客、
水夫、海で働く者たちも、遠く離れて立っ
ていて」、と眺めています。豪華客船の中
には、6千人もの乗客が入るような大型
客船もあります。それだけたくさんの人が、
毎日買い物をしたり、ギャンブルをしたり
して、莫大なお金が入ってきていたのです。
客船だけでなく、海運などで利益を得て
いた人々が嘆き悲しんでいます。

反キリストの預言が、ダニエル書11章
に書かれています。

ダニエル書11章36節と37節、「この王
は、思いのままにふるまい、すべての神よ
りも自分を高め、大いなるものとし、神の
神に向かってあきれ果てるようなことを語
り、憤りが終わるまで栄える。定められて
いることが、なされるからである。彼は、
先祖の神々を心にかけず、女たちの慕うも
のも、どんな神 も々心にかけない。すべてに
まさって自分を大きいものとするからだ」

終わりの日の大バビロンは、獣である
反キリストとサタンを拝むようにと人々を
導き、従わない者は容赦なく虐殺してい
きます。

過去を振り返ると、1世紀から19世紀
までの全殉教者の数より、20世紀に殉教
した人々の数のほうがはるかに多いので
す。20世紀の期間だけで、考えられない
ほどの殉教者が出ているのです。しかし、
これから先に起こる大患難時代にいるで
あろう殉教者は、これまで以上の莫大な
人数になるでしょう。

この先の未来で、贅沢三昧している大
バビロンの人々は、多くの奴隷を使用し
ますが、それは過去の歴史でも常に行わ
れていることでした。しかし、サタンを偽
の父なる神とし、反キリストを偽の子な
る神とし、偽預言者を聖霊の立場に置い
て、世界を偽の三位一体で惑わすような
時代は、後に来る大患難時代のみである
と考えられます。

黙示録18章14節から17節、「また、
あなたの心の望みである熟したくだもの
は、あなたから遠ざかってしまい、あら
ゆるはでな物、はなやかな物は消えうせて、
もはや、決してそれらの物を見いだすこと
ができません。これらの物を商って彼女
から富を得ていた商人たちは、彼女の苦
しみを恐れたために、遠く離れて立って
いて、泣き悲しんで、言います。『わざわ
いが来た。わざわいが来た。麻布、紫布、
緋布を着て、金、宝石、真珠を飾りにし
ていた大きな都よ。 あれほどの富が、一
瞬のうちに荒れすたれてしまった。』また、
すべての船長、すべての船客、水夫、海
で働く者たちも、遠く離れて立っていて、」
とあります。

この都のことで喜びなさい
～神によって裁きを宣告された大バビロン～

1. 金、銀、宝石、真珠
2. 最高級生地の、麻布、紫布、絹、

緋布
3. 高級な装飾品、象牙細工、高価な

木材、銅、鉄、大理石などの器
4. 高級な香料、肉桂、香料、香、

香油、乳香
5. 高級なぶどう酒、オリーブオイル
6. 高級食材、麦粉、麦。

ききん

飢饉になると
高額食材

7. 裕福な人々が使う動物と乗り物、
牛、羊、馬、車

8. 奴隷、人の命　



この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。時が近づいているからである。
黙示録1:3
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 32 ―その24未来の預言

36節で、「すべての神よりも自分を高め、
大いなるものとし」と、これは人類史上か
つてなかった出来事です。偽の神が全世
界を一つの国にして、独裁国家とするこ
とです。同じく36節で、「神の神に向かっ
てあきれ果てるようなことを語り、憤りが
終わるまで栄える」とあります。真の神様
に悪態をつき、聖徒たちを虐殺して行く
ことは、主の激しい御怒りに触れます。

37節で、「彼は、先祖の神々を心にか
けず、女たちの慕うものも、どんな神々も
心にかけない」という者です。先祖たちが
拝んでいた偶像を心に掛けず、全世界に
堂々とサタン礼拝をもたらすようなことは
過去にはありませんでした。

創世記3章15節では、神様がサタンに、
「お前の子孫」と言われたことから、サタ
ンと人間の間に生まれた者が反キリスト
であるという、ユダヤ人神学者の考えを
聞いたことがあります。もし、この解釈が
正しいのであれば、ロバと馬を掛け合わ
せることによってラバが生まれるという、
同じ状況になります。そうすると、子孫を
つくることができないので、「女たちの慕
う者も、どんな神々も心に掛けない」（ダ
ニ11:37）というみことばが理解できます。
反キリストは、異性に対する欲望がない
とも考えられます。

黙示録18章18節と19節、「彼女が焼
かれる煙を見て、叫んで言いました。『こ
のすばらしい都のような所がほかにあろ
うか。』 それから、彼らは、頭にちりをか
ぶって、泣き悲しみ、叫んで言いました。

『わざわいが来た。わざわいが来た。大
きな都よ。海に舟を持つ者はみな、この
都のおごりによって富を得ていたのに、
それが一瞬のうちに荒れすたれるとは』」

が二頭で回りながら、オリーブの実を潰
していきますが、オリーブの種まで潰れて
しまいます。そのような大きな石臼は、よ
ほど強い御使いでないと、持ち上げて海
に放り込むことはできないでしょう。そし
ていったん沈めば、再び浮き上がらせる
ことは不可能です。大バビロンは再び現
れることはありません。神様による、完
全破壊の宣言です。

黙示録18章22節から24節、「立琴を
ひく者、歌を歌う者、笛を吹く者、ラッ
パを鳴らす者の声は、もうおまえのうち
に聞かれなくなる。あらゆる技術を持っ
た職人たちも、もうおまえのうちに見られ
なくなる。ひき臼の音も、もうおまえのう
ちに聞かれなくなる。ともしびの光は、も
うおまえのうちに輝かなくなる。花婿、
花嫁の声も、もうおまえのうちに聞かれ
なくなる。なぜなら、おまえの商人たち
は地上の力ある者どもで、すべての国々
の民がおまえの魔術にだまされていたか
らだ。また、預言者や聖徒たちの血、お
よび地上で殺されたすべての人々の血が、
この都の中に見いだされたからだ」

22節で、「ひき臼の音も、もうおまえ
のうちに聞かれなくなる」というのです。
何の音も聞こえない、すべて破壊された
静かな大バビロンの姿です。再建は不可
能です。23節で、「すべての国々の民が
おまえの魔術にだまされていたからだ」と、
強い御使いは言っています。

こうして、サタン、反キリスト、偽預言
者による「偽の三位一体」は、世界中の
人々をつまずかせ、人々を真の神様から
引き離してしまったのです。

大バビロンの都によって栄えていた者
たちは、一瞬にして、破壊されたその煙
を眺めながら泣き悲しみ、「わざわいが来
た」と叫んでいます。どのような武器を
使って、このように破壊されたのかは、
聖書に書かれていません。近代技術であ
る原爆や水爆とも考えられます。

大バビロンの完全崩壊と
喜びのハレルヤ

黙示録18章20節と21節、「『おお、天
よ、聖徒たちよ、使徒たちよ、預言者た
ちよ。この都のことで喜びなさい。神は、
あなたがたのために、この都にさばきを
宣告されたからです。」 また、ひとりの強
い御使いが、大きい、ひき臼のような石
を取り上げ、海に投げ入れて言った。『大
きな都バビロンは、このように激しく打ち
倒されて、もはやなくなって消えうせてし
まう』」

20節、「おお、天よ、聖徒たちよ、使
徒たちよ、預言者たちよ。この都のこと
で喜びなさい。神は、あなたがたのために、
この都にさばきを宣告されたからです」と、
神様に仕える者たちを殉教させた、大バ
ビロンへの裁きが宣告されています。

21節では、「また、ひとりの強い御使
いが、大きい、ひき臼のような石を取り
上げ、海に投げ入れて言った。『大きな都
バビロンは、このように激しく打ち倒され
て、もはやなくなって消えうせてしまう』」
と言っています。

大バビロンは、いったん海に投げ込ま
れた石臼が、再び浮かび上がることがな
い、完全な破壊をこの臼に例えています。
イスラエルでは古代の石臼を幾つも見ま
した。あまりにも大きくて重いので、ロバ

力強い大バビロンは、一瞬にして破壊
されます。ソドムとゴモラも同様に、短
い時間で破壊されたことでしょう。そし
て、4千年前に破壊されたその場所は、
今日に至るまで、草一本生えない荒れ果
てた所となって、人々が眺めているので
す。現在の世界で、同様のことが起こる
とすれば、原子力爆弾のような兵器を使
用するだろうと思われます。そして後に、
人々は遠くに立って眺めていることで
しょう。

瞬時に破壊される
大バビロン（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）18章
9節と10節、「彼女と不品行を行い、好色
にふけった地上の王たちは、彼女が火で
焼かれる煙を見ると、彼女のことで泣き、
悲しみます。 彼らは、彼女の苦しみを恐
れたために、遠く離れて立っていて、こう
言います。『わざわいが来た。わざわいが
来た。大きな都よ。力強い都、バビロンよ。
あなたのさばきは、一瞬のうちに来た』」

今号も共に学んでまいりましょう。

黙示録18章11節から13節、「また、
地上の商人たちは彼女のことで泣き悲し
みます。もはや彼らの商品を買う者がだ
れもいないからです。商品とは、金、銀、
宝石、真珠、麻布、紫布、絹、緋布、香木、
さまざまの象牙細工、高価な木や銅や
鉄や大理石で造ったあらゆる種類の器具、
また、肉桂、香料、香、香油、乳香、ぶ
どう酒、オリーブ油、麦粉、麦、牛、羊、
それに馬、車、奴隷、また人のいのちで
す」

11節、「地上の商人たちは彼女のこと
で泣き悲しみます。もはや彼らの商品を
買う者がだれもいないからです」と言って
います。多くの人々がいる大バビロンに
はそれぞれ友人や愛する者たちがいたこ
とでしょうが、もはや彼らの悲しみは、
商品を買う者がいなくなったという悲しみ
だけです。

12節と13節で、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧していた大
バビロンの様子が、以下の品々に現わさ
れています。

「奴隷、そして人身などである」と口語訳
には記されています。文語訳や欽定訳（キ
ング・ジェームズ訳）の訳では、「奴隷、
および霊魂なり」と記されています。新改
訳では、「人のいのち」と記されています。

現在、人身売買によって世界中で多くの
人々が行方不明になっていると言われて
います。悪徳ブローカーたちが、性の奴隷
や麻薬などの売買で大きな収入をもたら
しています。また、囚人や身分の低い者と
見なされた人々は捕らえられ、移植手術の
売買に使われ、高額な値段で大きな商売を
しているのです。このように、「人のいのち」
は世界中、日々売り買いされているのです。

14節に、あらゆるはでな物、華やかな
物は消え失せたと書いてあります。15節
では、大淫婦である彼女の苦しみを恐れ
て遠く離れていて、泣き悲しんでいるのは
商人たちです。自分たちの商売が破綻し
てしまうような出来事なので、友人知人
仲間たちが滅びて悲しんでいるのではな
く、自分たちの金もうけができなくなった
ことで泣いています。

16節と17節、「わざわいが来た。わざ
わいが来た。大きな都よ。あれほどの富が、
一瞬のうちに荒れすたれてしまった」と
言っています。かなり前の大事件である
2001年のニューヨークのツインタワーが
崩壊したのを、私はイスラエルで見てい
ました。何事が起ったのかと、驚愕した
ことを覚えています。

17節で、「すべての船長、すべての船客、
水夫、海で働く者たちも、遠く離れて立っ
ていて」、と眺めています。豪華客船の中
には、6千人もの乗客が入るような大型
客船もあります。それだけたくさんの人が、
毎日買い物をしたり、ギャンブルをしたり
して、莫大なお金が入ってきていたのです。
客船だけでなく、海運などで利益を得て
いた人々が嘆き悲しんでいます。

反キリストの預言が、ダニエル書11章
に書かれています。

ダニエル書11章36節と37節、「この王
は、思いのままにふるまい、すべての神よ
りも自分を高め、大いなるものとし、神の
神に向かってあきれ果てるようなことを語
り、憤りが終わるまで栄える。定められて
いることが、なされるからである。彼は、
先祖の神々を心にかけず、女たちの慕うも
のも、どんな神 も々心にかけない。すべてに
まさって自分を大きいものとするからだ」

終わりの日の大バビロンは、獣である
反キリストとサタンを拝むようにと人々を
導き、従わない者は容赦なく虐殺してい
きます。

過去を振り返ると、1世紀から19世紀
までの全殉教者の数より、20世紀に殉教
した人々の数のほうがはるかに多いので
す。20世紀の期間だけで、考えられない
ほどの殉教者が出ているのです。しかし、
これから先に起こる大患難時代にいるで
あろう殉教者は、これまで以上の莫大な
人数になるでしょう。

この先の未来で、贅沢三昧している大
バビロンの人々は、多くの奴隷を使用し
ますが、それは過去の歴史でも常に行わ
れていることでした。しかし、サタンを偽
の父なる神とし、反キリストを偽の子な
る神とし、偽預言者を聖霊の立場に置い
て、世界を偽の三位一体で惑わすような
時代は、後に来る大患難時代のみである
と考えられます。

黙示録18章14節から17節、「また、
あなたの心の望みである熟したくだもの
は、あなたから遠ざかってしまい、あら
ゆるはでな物、はなやかな物は消えうせて、
もはや、決してそれらの物を見いだすこと
ができません。これらの物を商って彼女
から富を得ていた商人たちは、彼女の苦
しみを恐れたために、遠く離れて立って
いて、泣き悲しんで、言います。『わざわ
いが来た。わざわいが来た。麻布、紫布、
緋布を着て、金、宝石、真珠を飾りにし
ていた大きな都よ。 あれほどの富が、一
瞬のうちに荒れすたれてしまった。』また、
すべての船長、すべての船客、水夫、海
で働く者たちも、遠く離れて立っていて、」
とあります。

この都のことで喜びなさい
～神によって裁きを宣告された大バビロン～

1. 金、銀、宝石、真珠
2. 最高級生地の、麻布、紫布、絹、

緋布
3. 高級な装飾品、象牙細工、高価な

木材、銅、鉄、大理石などの器
4. 高級な香料、肉桂、香料、香、

香油、乳香
5. 高級なぶどう酒、オリーブオイル
6. 高級食材、麦粉、麦。

ききん

飢饉になると
高額食材

7. 裕福な人々が使う動物と乗り物、
牛、羊、馬、車

8. 奴隷、人の命　



この都のことで喜びなさい。
神は、あなたがたのために、この都にさばきを宣告されたからです。
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ヨハネの黙示録 18:20

36節で、「すべての神よりも自分を高め、
大いなるものとし」と、これは人類史上か
つてなかった出来事です。偽の神が全世
界を一つの国にして、独裁国家とするこ
とです。同じく36節で、「神の神に向かっ
てあきれ果てるようなことを語り、憤りが
終わるまで栄える」とあります。真の神様
に悪態をつき、聖徒たちを虐殺して行く
ことは、主の激しい御怒りに触れます。

37節で、「彼は、先祖の神々を心にか
けず、女たちの慕うものも、どんな神々も
心にかけない」という者です。先祖たちが
拝んでいた偶像を心に掛けず、全世界に
堂々とサタン礼拝をもたらすようなことは
過去にはありませんでした。

創世記3章15節では、神様がサタンに、
「お前の子孫」と言われたことから、サタ
ンと人間の間に生まれた者が反キリスト
であるという、ユダヤ人神学者の考えを
聞いたことがあります。もし、この解釈が
正しいのであれば、ロバと馬を掛け合わ
せることによってラバが生まれるという、
同じ状況になります。そうすると、子孫を
つくることができないので、「女たちの慕
う者も、どんな神々も心に掛けない」（ダ
ニ11:37）というみことばが理解できます。
反キリストは、異性に対する欲望がない
とも考えられます。

黙示録18章18節と19節、「彼女が焼
かれる煙を見て、叫んで言いました。『こ
のすばらしい都のような所がほかにあろ
うか。』 それから、彼らは、頭にちりをか
ぶって、泣き悲しみ、叫んで言いました。

『わざわいが来た。わざわいが来た。大
きな都よ。海に舟を持つ者はみな、この
都のおごりによって富を得ていたのに、
それが一瞬のうちに荒れすたれるとは』」

が二頭で回りながら、オリーブの実を潰
していきますが、オリーブの種まで潰れて
しまいます。そのような大きな石臼は、よ
ほど強い御使いでないと、持ち上げて海
に放り込むことはできないでしょう。そし
ていったん沈めば、再び浮き上がらせる
ことは不可能です。大バビロンは再び現
れることはありません。神様による、完
全破壊の宣言です。

黙示録18章22節から24節、「立琴を
ひく者、歌を歌う者、笛を吹く者、ラッ
パを鳴らす者の声は、もうおまえのうち
に聞かれなくなる。あらゆる技術を持っ
た職人たちも、もうおまえのうちに見られ
なくなる。ひき臼の音も、もうおまえのう
ちに聞かれなくなる。ともしびの光は、も
うおまえのうちに輝かなくなる。花婿、
花嫁の声も、もうおまえのうちに聞かれ
なくなる。なぜなら、おまえの商人たち
は地上の力ある者どもで、すべての国々
の民がおまえの魔術にだまされていたか
らだ。また、預言者や聖徒たちの血、お
よび地上で殺されたすべての人々の血が、
この都の中に見いだされたからだ」

22節で、「ひき臼の音も、もうおまえ
のうちに聞かれなくなる」というのです。
何の音も聞こえない、すべて破壊された
静かな大バビロンの姿です。再建は不可
能です。23節で、「すべての国々の民が
おまえの魔術にだまされていたからだ」と、
強い御使いは言っています。

こうして、サタン、反キリスト、偽預言
者による「偽の三位一体」は、世界中の
人々をつまずかせ、人々を真の神様から
引き離してしまったのです。

大バビロンの都によって栄えていた者
たちは、一瞬にして、破壊されたその煙
を眺めながら泣き悲しみ、「わざわいが来
た」と叫んでいます。どのような武器を
使って、このように破壊されたのかは、
聖書に書かれていません。近代技術であ
る原爆や水爆とも考えられます。

大バビロンの完全崩壊と
喜びのハレルヤ

黙示録18章20節と21節、「『おお、天
よ、聖徒たちよ、使徒たちよ、預言者た
ちよ。この都のことで喜びなさい。神は、
あなたがたのために、この都にさばきを
宣告されたからです。」 また、ひとりの強
い御使いが、大きい、ひき臼のような石
を取り上げ、海に投げ入れて言った。『大
きな都バビロンは、このように激しく打ち
倒されて、もはやなくなって消えうせてし
まう』」

20節、「おお、天よ、聖徒たちよ、使
徒たちよ、預言者たちよ。この都のこと
で喜びなさい。神は、あなたがたのために、
この都にさばきを宣告されたからです」と、
神様に仕える者たちを殉教させた、大バ
ビロンへの裁きが宣告されています。

21節では、「また、ひとりの強い御使
いが、大きい、ひき臼のような石を取り
上げ、海に投げ入れて言った。『大きな都
バビロンは、このように激しく打ち倒され
て、もはやなくなって消えうせてしまう』」
と言っています。

大バビロンは、いったん海に投げ込ま
れた石臼が、再び浮かび上がることがな
い、完全な破壊をこの臼に例えています。
イスラエルでは古代の石臼を幾つも見ま
した。あまりにも大きくて重いので、ロバ

力強い大バビロンは、一瞬にして破壊
されます。ソドムとゴモラも同様に、短
い時間で破壊されたことでしょう。そし
て、4千年前に破壊されたその場所は、
今日に至るまで、草一本生えない荒れ果
てた所となって、人々が眺めているので
す。現在の世界で、同様のことが起こる
とすれば、原子力爆弾のような兵器を使
用するだろうと思われます。そして後に、
人々は遠くに立って眺めていることで
しょう。

瞬時に破壊される
大バビロン（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）18章
9節と10節、「彼女と不品行を行い、好色
にふけった地上の王たちは、彼女が火で
焼かれる煙を見ると、彼女のことで泣き、
悲しみます。 彼らは、彼女の苦しみを恐
れたために、遠く離れて立っていて、こう
言います。『わざわいが来た。わざわいが
来た。大きな都よ。力強い都、バビロンよ。
あなたのさばきは、一瞬のうちに来た』」

黙示録18章11節から13節、「また、
地上の商人たちは彼女のことで泣き悲し
みます。もはや彼らの商品を買う者がだ
れもいないからです。商品とは、金、銀、
宝石、真珠、麻布、紫布、絹、緋布、香木、
さまざまの象牙細工、高価な木や銅や
鉄や大理石で造ったあらゆる種類の器具、
また、肉桂、香料、香、香油、乳香、ぶ
どう酒、オリーブ油、麦粉、麦、牛、羊、
それに馬、車、奴隷、また人のいのちで
す」

11節、「地上の商人たちは彼女のこと
で泣き悲しみます。もはや彼らの商品を
買う者がだれもいないからです」と言って
います。多くの人々がいる大バビロンに
はそれぞれ友人や愛する者たちがいたこ
とでしょうが、もはや彼らの悲しみは、
商品を買う者がいなくなったという悲しみ
だけです。

12節と13節で、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧していた大
バビロンの様子が、以下の品々に現わさ
れています。

「奴隷、そして人身などである」と口語訳
には記されています。文語訳や欽定訳（キ
ング・ジェームズ訳）の訳では、「奴隷、
および霊魂なり」と記されています。新改
訳では、「人のいのち」と記されています。

現在、人身売買によって世界中で多くの
人々が行方不明になっていると言われて
います。悪徳ブローカーたちが、性の奴隷
や麻薬などの売買で大きな収入をもたら
しています。また、囚人や身分の低い者と
見なされた人々は捕らえられ、移植手術の
売買に使われ、高額な値段で大きな商売を
しているのです。このように、「人のいのち」
は世界中、日々売り買いされているのです。

14節に、あらゆるはでな物、華やかな
物は消え失せたと書いてあります。15節
では、大淫婦である彼女の苦しみを恐れ
て遠く離れていて、泣き悲しんでいるのは
商人たちです。自分たちの商売が破綻し
てしまうような出来事なので、友人知人
仲間たちが滅びて悲しんでいるのではな
く、自分たちの金もうけができなくなった
ことで泣いています。

16節と17節、「わざわいが来た。わざ
わいが来た。大きな都よ。あれほどの富が、
一瞬のうちに荒れすたれてしまった」と
言っています。かなり前の大事件である
2001年のニューヨークのツインタワーが
崩壊したのを、私はイスラエルで見てい
ました。何事が起ったのかと、驚愕した
ことを覚えています。

17節で、「すべての船長、すべての船客、
水夫、海で働く者たちも、遠く離れて立っ
ていて」、と眺めています。豪華客船の中
には、6千人もの乗客が入るような大型
客船もあります。それだけたくさんの人が、
毎日買い物をしたり、ギャンブルをしたり
して、莫大なお金が入ってきていたのです。
客船だけでなく、海運などで利益を得て
いた人々が嘆き悲しんでいます。

反キリストの預言が、ダニエル書11章
に書かれています。

ダニエル書11章36節と37節、「この王
は、思いのままにふるまい、すべての神よ
りも自分を高め、大いなるものとし、神の
神に向かってあきれ果てるようなことを語
り、憤りが終わるまで栄える。定められて
いることが、なされるからである。彼は、
先祖の神々を心にかけず、女たちの慕うも
のも、どんな神 も々心にかけない。すべてに
まさって自分を大きいものとするからだ」

終わりの日の大バビロンは、獣である
反キリストとサタンを拝むようにと人々を
導き、従わない者は容赦なく虐殺してい
きます。

過去を振り返ると、1世紀から19世紀
までの全殉教者の数より、20世紀に殉教
した人々の数のほうがはるかに多いので
す。20世紀の期間だけで、考えられない
ほどの殉教者が出ているのです。しかし、
これから先に起こる大患難時代にいるで
あろう殉教者は、これまで以上の莫大な
人数になるでしょう。

この先の未来で、贅沢三昧している大
バビロンの人々は、多くの奴隷を使用し
ますが、それは過去の歴史でも常に行わ
れていることでした。しかし、サタンを偽
の父なる神とし、反キリストを偽の子な
る神とし、偽預言者を聖霊の立場に置い
て、世界を偽の三位一体で惑わすような
時代は、後に来る大患難時代のみである
と考えられます。

黙示録18章14節から17節、「また、
あなたの心の望みである熟したくだもの
は、あなたから遠ざかってしまい、あら
ゆるはでな物、はなやかな物は消えうせて、
もはや、決してそれらの物を見いだすこと
ができません。これらの物を商って彼女
から富を得ていた商人たちは、彼女の苦
しみを恐れたために、遠く離れて立って
いて、泣き悲しんで、言います。『わざわ
いが来た。わざわいが来た。麻布、紫布、
緋布を着て、金、宝石、真珠を飾りにし
ていた大きな都よ。 あれほどの富が、一
瞬のうちに荒れすたれてしまった。』また、
すべての船長、すべての船客、水夫、海
で働く者たちも、遠く離れて立っていて、」
とあります。

すなわち神は、世界の基が据えられる前から、この方にあって私
たちを選び、御前に聖なる、傷のない者にしようとされたのです。
神は、みこころの良しとするところにしたがって、私たちをイエス・
キリストによってご自分の子にしようと、愛をもってあらかじめ定め
ておられました。（エペソ人への手紙1章4～5節）

神様は、将来に対して大きな夢を持っておられ、そこにビジョンと計
画を持っておられます。そして、その夢に対し神様は、私たちに対する
計画も持っておられ、その計画の中で私たちに愛情深い親が愛する子
を祝福するように良い物を与えてくださいます。

神様は世界の基が据えられる前から、すでに私たちを選び、そして、
神の子とするというご計画を持っておられました。それも愛をもってあら
かじめ定めていたと聖書に書いてあります。
父なる神、御子イエスと聖霊様、三位一体の神様を私たちは聖書を
通して、知っています。世界ができる前、父なる神、御子なる神、聖
霊なる神で話し合われました。さあ、これから、天と地を創造しよう、
そして、人を造ろう。わたしの子どもとして、人を造ろうと、そのような
ご計画を立てられました。
神様は、永遠の時間の中におられるので、永遠の中から、今私たち

の有限なものを創造されました。そして、この永遠なる神様が、私たち
を将来、永遠なる神の子どもとするご計画を立てられました。これは、
イエス・キリストによって私たちを神の子にするご計画でしたが、それだ
けではありません。

神は夢の実現に向けて遠大な計画を立てて実行しておられます。聖
書にある神のご計画を大きく七幕に分けて見てみましょう。

一幕：天地創造 
二幕：ノアの洪水 
三幕：信仰の父アブラハム 
四幕：イエス・キリストの恵み 
五幕：携挙と大患難 
六幕：千年王国
七幕:フィナーレ：新天新地

この七幕から見ると今、私たちは第四幕にいます。これは、神様が
最初に天地創造に見た夢であり、ご計画です。神様は、私たちが神
様と共に住み、涙も悲しみもない、そのような新天新地の素晴らしさを、
創造の初めから夢見ていました。そして、そのことを実現するために、
実行計画をスタートし、私たちをいよいよ神の子とするために、神ご自
身が人となって来られました。そうしてキリストによって第四幕は幕が開
き現在は第五幕に向かって世界の歴史は進行しています。

モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければな
りません。それは、信じる者がみな、人の子にあって永遠のいのち
を持つためです。」神は、実に、そのひとり子をお与えになったほど
に世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅びること
なく、永遠のいのちを持つためである。神が御子を世に遣わされた
のは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためで
ある。（ヨハネの福音書3章14～17節）

神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのち
を得させてくださいました。それによって神の愛が私たちに示された
のです。私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私た
ちの罪のために、宥めのささげ物としての御子を遣わされました。
ここに愛があるのです。（ヨハネの手紙 第一 4章9～10節）

時々、私たちは何か信仰生活で行き詰まってしまうことがありますが、
それは、第四幕だけを見て、第四幕に自分の夢を閉じ込めてしまう時、
非常に身近なところにゴールを置いてしまうことで永遠の視点を欠いてし
まいます。実は、私たちは、救いにあずかり信仰によって神の子どもに
なりましたが、その恵みの大きさは、新天新地につながっています。そ
ういう意味では、私たちの人生は始まったばかりなのです。

私たちが、信仰生活に入っていく時、神様は私たちにも、神の夢の
一部になることを願っておられることを感じます。私たちは、今、第四
幕にいますが、これから教会が携挙され、また、大患難時代がやって
きます。そんな中にあって、神様は一つ一つご自分のご計画を新天新
地に向かって進行しておられます。そうして、神様は、ご自分のご計画
の中で、私たちに神様の子どもとしての使命と任務をお与えになりました。
　

私は、信仰を持つ前、神様が存在したとして神様の役に立てる、何
かできる、もしもそんなことがあったら、凄いだろうな、素晴らしいなと
思っていました。そして、聖書に出会い、教会に行き、神様に出会うこ
とを通して、神様のお役に立てることがあると知った時、本当に嬉しく
なったのを覚えています。恐らくたくさんの方が、自分が神様のお役に
立てると思う時、その凄さにワクワクしてくると思います。しかし、聖書
によると私たちより先に神ご自身が、私たちを神様の夢に招いておられ
ワクワクしていたようです。

わたし自身、あなたがたのために立てている計画をよく知っている
─主のことば─。それはわざわいではなく平安を与える計画であり、
あなたがたに将来と希望を与えるためのものだ。あなたがたがわたしに
呼びかけ、来て、わたしに祈るなら、わたしはあなたがたに耳を傾ける。 
あなたがたがわたしを捜し求めるとき、心を尽くしてわたしを求める
なら、わたしを見つける。（エレミヤ書29章11～13節 ）

エレミヤを通して、神様は私たちに計画を持っている。とおっしゃい
ました。私たちが生まれる前から神様のご計画の一部として

まじ

交える計画

です。神様は平安なお方なので、私たちが神のご計画の中に入ってい
くとき、そこには、神の平安があります。その平安がもたらすものは、将
来と希望です。とおっしゃっています。将来と希望のゴールは新天新地
という、もう涙もない、悲しみもない、神と人とが共に住む永遠の喜び
です。喜んでも3時間くらい、一晩、次の日になると現実にかえって喜
びがなくなる、そんな地上生活のレベルの喜びをはるかに超える最大級
の上質な喜びです。私たちも神の夢を共に見ながら、その日を楽しみに
歩んでいきたいと思います。

神様が下さったご計画に従って歩む時、神は賜物と好意をください
ます。この神様のご計画に従って私たちが歩み出すとは自己実現的で
肉的な願い、ああしたい、こうしたい、こうなったら自分が幸せになれる
という生き方ではありません。神様が立ててくださった計画の中に私た
ちが身を置いて、神様の御心を探し求めて行く歩みです。神様が自分
に立てた計画を知りその計画の中を歩みだすなら、私たちは神様からの
特別な好意と賜物によって歩みだすようになります。
そして、神様のご計画の中に入っていくとき、実は、私たちは神様の
夢の中を歩み出します。神様が天地創造の基を置かれる前に、神様
がもって見たあの夢のビジョンの中に生きるようになっていきます。神様
の夢の実現の一部になるのですから神様から特別な好意と賜物を頂く
のは当然です。

2023年は今までと全然次元が違う、神様の好意と賜物（卓越した才
能・能力）の中を走り出す。そのような一年になってほしいと思います。
エレミヤは預言者でした。神様は、預言者を通して語られます。エ

レミヤ書29章において、神様は「私はあなたを知っている」と言います。
これは私たち一人ひとりに、間違いなく語り掛けていることばです。また、
預言者イザヤは、神様の語ったことばは、必ず成功して帰ってくると預
言しました。だから私たちが夢を描いてビジョン、計画を立てるとするな
ら、神様の夢の中に自分の夢を見て、神様のご計画の中に自分の計
画を立てていきましょう。そして、自分が持っている様々な資源、自分
の能力、経済力、肉体的労働力などを総動員して、神のご計画のた
めに用いていくなら、神様はその資源を何倍にも祝福してくださるでしょ
う。今年、この生きた信仰の体験をぜひ受け取りましょう。

私たちの主イエスが再び来られるとき、御前で私たちの望み、喜
び、誇りの冠となるのは、いったいだれでしょうか。あなたがたで
はありませんか。（テサロニケ人への手紙 第一 2章19節）

パウロは、テサロニケの教会の人に対して手紙を書きました。彼もい
ろんな迫害、困難が目の前にあって、自分自身も難しさの中にいました。
しかし、パウロは困難に負けてはいけない。立ち上がりなさい。もう一度、
再臨の主が来られる、私たちこそがこの望みであり、喜びであり、誇り
の冠だと、だから喜びなさいとこうおっしゃいました。そうして、キリスト
の再臨の時の主役はあなた方だと励ましました。
私たちは主の再臨に向かって、神様の好意の中を歩んでいきたいで

す。自分には出来ないと思われる現実が目の前にあっても、信仰によっ
て神様が一緒にいるので必ずできると信じて行動しましょう。神が自分
に立てたご計画を自分のものとして行動を起こすなら、神の導きの中で、
あら、できた。できている。と神様が下さる好意と賜物が働いて不可能
が可能になるのを体験します。

いつも主にあって喜びなさい。もう一度言います。喜びなさい。 あ
なたがたの寛容な心が、すべての人に知られるようにしなさい。主
は近いのです。何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもっ
てささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知ってい
ただきなさい。そうすれば、すべての理解を超えた神の平安が、あ
なたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。

（ピリピ人への手紙4章4～7節）

この世には喜べないことが多 あ々りますが、私たちは感謝の力で目線
を天に引き上げて喜ぶことを選択します。聖書のみことば、神様が良く
してくださったことを思い巡らして感謝していく時、私たちは、神がくだ
さる理解を超えた神の平安の中で神と交流します。
感謝をもって捧げる祈りと願いの持つ力は、ただ単に神様に願い事

をするのとは、全く違います。神様に感謝しながら、これも感謝、あれ
も感謝と祈っていく時、それらの感謝は主への捧げ物、詩篇100篇に
ある感謝のいけにえとなり、神様の御前に進み出ることを可能とします。
神様の聖書みことばの中に神の御心はすでに現れており、私たちはみ

ことばを読み、黙想し、適用することで携挙と再臨に続く新天新地を目
指す神様のご計画の中に導かれて行きます。そのような時に宣言しま
しょう。神様の御心ならば受け取りますと、そして私の思いを横に置いて、
あなたの御心を受け取りますと信仰のことばを告白しましょう。日本全
国のオメガファミリーの皆様へ心からの感謝を込めて、2023年の神様
の大いなる祝福と栄光があふれますようお祈りします。

Omega Grace Letter Vol .1

神の夢を共に見る

米国大学を卒業後、クリスチャン実業家として上場企業の代表取締役から
現在は投資家としてセミナー講師としても活躍。
21世紀キリスト教会を開拓し主任牧師となる。
現在、21世紀キリスト教会宣教師。オメガ・ジャパン理事長

増山 浩史（ますやま ひろふみ）



この都のことで喜びなさい。
神は、あなたがたのために、この都にさばきを宣告されたからです。
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ヨハネの黙示録 18:20

36節で、「すべての神よりも自分を高め、
大いなるものとし」と、これは人類史上か
つてなかった出来事です。偽の神が全世
界を一つの国にして、独裁国家とするこ
とです。同じく36節で、「神の神に向かっ
てあきれ果てるようなことを語り、憤りが
終わるまで栄える」とあります。真の神様
に悪態をつき、聖徒たちを虐殺して行く
ことは、主の激しい御怒りに触れます。

37節で、「彼は、先祖の神々を心にか
けず、女たちの慕うものも、どんな神々も
心にかけない」という者です。先祖たちが
拝んでいた偶像を心に掛けず、全世界に
堂々とサタン礼拝をもたらすようなことは
過去にはありませんでした。

創世記3章15節では、神様がサタンに、
「お前の子孫」と言われたことから、サタ
ンと人間の間に生まれた者が反キリスト
であるという、ユダヤ人神学者の考えを
聞いたことがあります。もし、この解釈が
正しいのであれば、ロバと馬を掛け合わ
せることによってラバが生まれるという、
同じ状況になります。そうすると、子孫を
つくることができないので、「女たちの慕
う者も、どんな神々も心に掛けない」（ダ
ニ11:37）というみことばが理解できます。
反キリストは、異性に対する欲望がない
とも考えられます。

黙示録18章18節と19節、「彼女が焼
かれる煙を見て、叫んで言いました。『こ
のすばらしい都のような所がほかにあろ
うか。』 それから、彼らは、頭にちりをか
ぶって、泣き悲しみ、叫んで言いました。

『わざわいが来た。わざわいが来た。大
きな都よ。海に舟を持つ者はみな、この
都のおごりによって富を得ていたのに、
それが一瞬のうちに荒れすたれるとは』」

が二頭で回りながら、オリーブの実を潰
していきますが、オリーブの種まで潰れて
しまいます。そのような大きな石臼は、よ
ほど強い御使いでないと、持ち上げて海
に放り込むことはできないでしょう。そし
ていったん沈めば、再び浮き上がらせる
ことは不可能です。大バビロンは再び現
れることはありません。神様による、完
全破壊の宣言です。

黙示録18章22節から24節、「立琴を
ひく者、歌を歌う者、笛を吹く者、ラッ
パを鳴らす者の声は、もうおまえのうち
に聞かれなくなる。あらゆる技術を持っ
た職人たちも、もうおまえのうちに見られ
なくなる。ひき臼の音も、もうおまえのう
ちに聞かれなくなる。ともしびの光は、も
うおまえのうちに輝かなくなる。花婿、
花嫁の声も、もうおまえのうちに聞かれ
なくなる。なぜなら、おまえの商人たち
は地上の力ある者どもで、すべての国々
の民がおまえの魔術にだまされていたか
らだ。また、預言者や聖徒たちの血、お
よび地上で殺されたすべての人々の血が、
この都の中に見いだされたからだ」

22節で、「ひき臼の音も、もうおまえ
のうちに聞かれなくなる」というのです。
何の音も聞こえない、すべて破壊された
静かな大バビロンの姿です。再建は不可
能です。23節で、「すべての国々の民が
おまえの魔術にだまされていたからだ」と、
強い御使いは言っています。

こうして、サタン、反キリスト、偽預言
者による「偽の三位一体」は、世界中の
人々をつまずかせ、人々を真の神様から
引き離してしまったのです。

大バビロンの都によって栄えていた者
たちは、一瞬にして、破壊されたその煙
を眺めながら泣き悲しみ、「わざわいが来
た」と叫んでいます。どのような武器を
使って、このように破壊されたのかは、
聖書に書かれていません。近代技術であ
る原爆や水爆とも考えられます。

大バビロンの完全崩壊と
喜びのハレルヤ

黙示録18章20節と21節、「『おお、天
よ、聖徒たちよ、使徒たちよ、預言者た
ちよ。この都のことで喜びなさい。神は、
あなたがたのために、この都にさばきを
宣告されたからです。」 また、ひとりの強
い御使いが、大きい、ひき臼のような石
を取り上げ、海に投げ入れて言った。『大
きな都バビロンは、このように激しく打ち
倒されて、もはやなくなって消えうせてし
まう』」

20節、「おお、天よ、聖徒たちよ、使
徒たちよ、預言者たちよ。この都のこと
で喜びなさい。神は、あなたがたのために、
この都にさばきを宣告されたからです」と、
神様に仕える者たちを殉教させた、大バ
ビロンへの裁きが宣告されています。

21節では、「また、ひとりの強い御使
いが、大きい、ひき臼のような石を取り
上げ、海に投げ入れて言った。『大きな都
バビロンは、このように激しく打ち倒され
て、もはやなくなって消えうせてしまう』」
と言っています。

大バビロンは、いったん海に投げ込ま
れた石臼が、再び浮かび上がることがな
い、完全な破壊をこの臼に例えています。
イスラエルでは古代の石臼を幾つも見ま
した。あまりにも大きくて重いので、ロバ

力強い大バビロンは、一瞬にして破壊
されます。ソドムとゴモラも同様に、短
い時間で破壊されたことでしょう。そし
て、4千年前に破壊されたその場所は、
今日に至るまで、草一本生えない荒れ果
てた所となって、人々が眺めているので
す。現在の世界で、同様のことが起こる
とすれば、原子力爆弾のような兵器を使
用するだろうと思われます。そして後に、
人々は遠くに立って眺めていることで
しょう。

瞬時に破壊される
大バビロン（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）18章
9節と10節、「彼女と不品行を行い、好色
にふけった地上の王たちは、彼女が火で
焼かれる煙を見ると、彼女のことで泣き、
悲しみます。 彼らは、彼女の苦しみを恐
れたために、遠く離れて立っていて、こう
言います。『わざわいが来た。わざわいが
来た。大きな都よ。力強い都、バビロンよ。
あなたのさばきは、一瞬のうちに来た』」

黙示録18章11節から13節、「また、
地上の商人たちは彼女のことで泣き悲し
みます。もはや彼らの商品を買う者がだ
れもいないからです。商品とは、金、銀、
宝石、真珠、麻布、紫布、絹、緋布、香木、
さまざまの象牙細工、高価な木や銅や
鉄や大理石で造ったあらゆる種類の器具、
また、肉桂、香料、香、香油、乳香、ぶ
どう酒、オリーブ油、麦粉、麦、牛、羊、
それに馬、車、奴隷、また人のいのちで
す」

11節、「地上の商人たちは彼女のこと
で泣き悲しみます。もはや彼らの商品を
買う者がだれもいないからです」と言って
います。多くの人々がいる大バビロンに
はそれぞれ友人や愛する者たちがいたこ
とでしょうが、もはや彼らの悲しみは、
商品を買う者がいなくなったという悲しみ
だけです。

12節と13節で、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧していた大
バビロンの様子が、以下の品々に現わさ
れています。

「奴隷、そして人身などである」と口語訳
には記されています。文語訳や欽定訳（キ
ング・ジェームズ訳）の訳では、「奴隷、
および霊魂なり」と記されています。新改
訳では、「人のいのち」と記されています。

現在、人身売買によって世界中で多くの
人々が行方不明になっていると言われて
います。悪徳ブローカーたちが、性の奴隷
や麻薬などの売買で大きな収入をもたら
しています。また、囚人や身分の低い者と
見なされた人々は捕らえられ、移植手術の
売買に使われ、高額な値段で大きな商売を
しているのです。このように、「人のいのち」
は世界中、日々売り買いされているのです。

14節に、あらゆるはでな物、華やかな
物は消え失せたと書いてあります。15節
では、大淫婦である彼女の苦しみを恐れ
て遠く離れていて、泣き悲しんでいるのは
商人たちです。自分たちの商売が破綻し
てしまうような出来事なので、友人知人
仲間たちが滅びて悲しんでいるのではな
く、自分たちの金もうけができなくなった
ことで泣いています。

16節と17節、「わざわいが来た。わざ
わいが来た。大きな都よ。あれほどの富が、
一瞬のうちに荒れすたれてしまった」と
言っています。かなり前の大事件である
2001年のニューヨークのツインタワーが
崩壊したのを、私はイスラエルで見てい
ました。何事が起ったのかと、驚愕した
ことを覚えています。

17節で、「すべての船長、すべての船客、
水夫、海で働く者たちも、遠く離れて立っ
ていて」、と眺めています。豪華客船の中
には、6千人もの乗客が入るような大型
客船もあります。それだけたくさんの人が、
毎日買い物をしたり、ギャンブルをしたり
して、莫大なお金が入ってきていたのです。
客船だけでなく、海運などで利益を得て
いた人々が嘆き悲しんでいます。

反キリストの預言が、ダニエル書11章
に書かれています。

ダニエル書11章36節と37節、「この王
は、思いのままにふるまい、すべての神よ
りも自分を高め、大いなるものとし、神の
神に向かってあきれ果てるようなことを語
り、憤りが終わるまで栄える。定められて
いることが、なされるからである。彼は、
先祖の神々を心にかけず、女たちの慕うも
のも、どんな神 も々心にかけない。すべてに
まさって自分を大きいものとするからだ」

終わりの日の大バビロンは、獣である
反キリストとサタンを拝むようにと人々を
導き、従わない者は容赦なく虐殺してい
きます。

過去を振り返ると、1世紀から19世紀
までの全殉教者の数より、20世紀に殉教
した人々の数のほうがはるかに多いので
す。20世紀の期間だけで、考えられない
ほどの殉教者が出ているのです。しかし、
これから先に起こる大患難時代にいるで
あろう殉教者は、これまで以上の莫大な
人数になるでしょう。

この先の未来で、贅沢三昧している大
バビロンの人々は、多くの奴隷を使用し
ますが、それは過去の歴史でも常に行わ
れていることでした。しかし、サタンを偽
の父なる神とし、反キリストを偽の子な
る神とし、偽預言者を聖霊の立場に置い
て、世界を偽の三位一体で惑わすような
時代は、後に来る大患難時代のみである
と考えられます。

黙示録18章14節から17節、「また、
あなたの心の望みである熟したくだもの
は、あなたから遠ざかってしまい、あら
ゆるはでな物、はなやかな物は消えうせて、
もはや、決してそれらの物を見いだすこと
ができません。これらの物を商って彼女
から富を得ていた商人たちは、彼女の苦
しみを恐れたために、遠く離れて立って
いて、泣き悲しんで、言います。『わざわ
いが来た。わざわいが来た。麻布、紫布、
緋布を着て、金、宝石、真珠を飾りにし
ていた大きな都よ。 あれほどの富が、一
瞬のうちに荒れすたれてしまった。』また、
すべての船長、すべての船客、水夫、海
で働く者たちも、遠く離れて立っていて、」
とあります。

すなわち神は、世界の基が据えられる前から、この方にあって私
たちを選び、御前に聖なる、傷のない者にしようとされたのです。
神は、みこころの良しとするところにしたがって、私たちをイエス・
キリストによってご自分の子にしようと、愛をもってあらかじめ定め
ておられました。（エペソ人への手紙1章4～5節）

神様は、将来に対して大きな夢を持っておられ、そこにビジョンと計
画を持っておられます。そして、その夢に対し神様は、私たちに対する
計画も持っておられ、その計画の中で私たちに愛情深い親が愛する子
を祝福するように良い物を与えてくださいます。

神様は世界の基が据えられる前から、すでに私たちを選び、そして、
神の子とするというご計画を持っておられました。それも愛をもってあら
かじめ定めていたと聖書に書いてあります。
父なる神、御子イエスと聖霊様、三位一体の神様を私たちは聖書を
通して、知っています。世界ができる前、父なる神、御子なる神、聖
霊なる神で話し合われました。さあ、これから、天と地を創造しよう、
そして、人を造ろう。わたしの子どもとして、人を造ろうと、そのような
ご計画を立てられました。
神様は、永遠の時間の中におられるので、永遠の中から、今私たち

の有限なものを創造されました。そして、この永遠なる神様が、私たち
を将来、永遠なる神の子どもとするご計画を立てられました。これは、
イエス・キリストによって私たちを神の子にするご計画でしたが、それだ
けではありません。

神は夢の実現に向けて遠大な計画を立てて実行しておられます。聖
書にある神のご計画を大きく七幕に分けて見てみましょう。

一幕：天地創造 
二幕：ノアの洪水 
三幕：信仰の父アブラハム 
四幕：イエス・キリストの恵み 
五幕：携挙と大患難 
六幕：千年王国
七幕:フィナーレ：新天新地

この七幕から見ると今、私たちは第四幕にいます。これは、神様が
最初に天地創造に見た夢であり、ご計画です。神様は、私たちが神
様と共に住み、涙も悲しみもない、そのような新天新地の素晴らしさを、
創造の初めから夢見ていました。そして、そのことを実現するために、
実行計画をスタートし、私たちをいよいよ神の子とするために、神ご自
身が人となって来られました。そうしてキリストによって第四幕は幕が開
き現在は第五幕に向かって世界の歴史は進行しています。

モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければな
りません。それは、信じる者がみな、人の子にあって永遠のいのち
を持つためです。」神は、実に、そのひとり子をお与えになったほど
に世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅びること
なく、永遠のいのちを持つためである。神が御子を世に遣わされた
のは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためで
ある。（ヨハネの福音書3章14～17節）

神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのち
を得させてくださいました。それによって神の愛が私たちに示された
のです。私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私た
ちの罪のために、宥めのささげ物としての御子を遣わされました。
ここに愛があるのです。（ヨハネの手紙 第一 4章9～10節）

時々、私たちは何か信仰生活で行き詰まってしまうことがありますが、
それは、第四幕だけを見て、第四幕に自分の夢を閉じ込めてしまう時、
非常に身近なところにゴールを置いてしまうことで永遠の視点を欠いてし
まいます。実は、私たちは、救いにあずかり信仰によって神の子どもに
なりましたが、その恵みの大きさは、新天新地につながっています。そ
ういう意味では、私たちの人生は始まったばかりなのです。

私たちが、信仰生活に入っていく時、神様は私たちにも、神の夢の
一部になることを願っておられることを感じます。私たちは、今、第四
幕にいますが、これから教会が携挙され、また、大患難時代がやって
きます。そんな中にあって、神様は一つ一つご自分のご計画を新天新
地に向かって進行しておられます。そうして、神様は、ご自分のご計画
の中で、私たちに神様の子どもとしての使命と任務をお与えになりました。
　

私は、信仰を持つ前、神様が存在したとして神様の役に立てる、何
かできる、もしもそんなことがあったら、凄いだろうな、素晴らしいなと
思っていました。そして、聖書に出会い、教会に行き、神様に出会うこ
とを通して、神様のお役に立てることがあると知った時、本当に嬉しく
なったのを覚えています。恐らくたくさんの方が、自分が神様のお役に
立てると思う時、その凄さにワクワクしてくると思います。しかし、聖書
によると私たちより先に神ご自身が、私たちを神様の夢に招いておられ
ワクワクしていたようです。

わたし自身、あなたがたのために立てている計画をよく知っている
─主のことば─。それはわざわいではなく平安を与える計画であり、
あなたがたに将来と希望を与えるためのものだ。あなたがたがわたしに
呼びかけ、来て、わたしに祈るなら、わたしはあなたがたに耳を傾ける。 
あなたがたがわたしを捜し求めるとき、心を尽くしてわたしを求める
なら、わたしを見つける。（エレミヤ書29章11～13節 ）

エレミヤを通して、神様は私たちに計画を持っている。とおっしゃい
ました。私たちが生まれる前から神様のご計画の一部として

まじ

交える計画

です。神様は平安なお方なので、私たちが神のご計画の中に入ってい
くとき、そこには、神の平安があります。その平安がもたらすものは、将
来と希望です。とおっしゃっています。将来と希望のゴールは新天新地
という、もう涙もない、悲しみもない、神と人とが共に住む永遠の喜び
です。喜んでも3時間くらい、一晩、次の日になると現実にかえって喜
びがなくなる、そんな地上生活のレベルの喜びをはるかに超える最大級
の上質な喜びです。私たちも神の夢を共に見ながら、その日を楽しみに
歩んでいきたいと思います。

神様が下さったご計画に従って歩む時、神は賜物と好意をください
ます。この神様のご計画に従って私たちが歩み出すとは自己実現的で
肉的な願い、ああしたい、こうしたい、こうなったら自分が幸せになれる
という生き方ではありません。神様が立ててくださった計画の中に私た
ちが身を置いて、神様の御心を探し求めて行く歩みです。神様が自分
に立てた計画を知りその計画の中を歩みだすなら、私たちは神様からの
特別な好意と賜物によって歩みだすようになります。
そして、神様のご計画の中に入っていくとき、実は、私たちは神様の
夢の中を歩み出します。神様が天地創造の基を置かれる前に、神様
がもって見たあの夢のビジョンの中に生きるようになっていきます。神様
の夢の実現の一部になるのですから神様から特別な好意と賜物を頂く
のは当然です。

2023年は今までと全然次元が違う、神様の好意と賜物（卓越した才
能・能力）の中を走り出す。そのような一年になってほしいと思います。
エレミヤは預言者でした。神様は、預言者を通して語られます。エ

レミヤ書29章において、神様は「私はあなたを知っている」と言います。
これは私たち一人ひとりに、間違いなく語り掛けていることばです。また、
預言者イザヤは、神様の語ったことばは、必ず成功して帰ってくると預
言しました。だから私たちが夢を描いてビジョン、計画を立てるとするな
ら、神様の夢の中に自分の夢を見て、神様のご計画の中に自分の計
画を立てていきましょう。そして、自分が持っている様々な資源、自分
の能力、経済力、肉体的労働力などを総動員して、神のご計画のた
めに用いていくなら、神様はその資源を何倍にも祝福してくださるでしょ
う。今年、この生きた信仰の体験をぜひ受け取りましょう。

私たちの主イエスが再び来られるとき、御前で私たちの望み、喜
び、誇りの冠となるのは、いったいだれでしょうか。あなたがたで
はありませんか。（テサロニケ人への手紙 第一 2章19節）

パウロは、テサロニケの教会の人に対して手紙を書きました。彼もい
ろんな迫害、困難が目の前にあって、自分自身も難しさの中にいました。
しかし、パウロは困難に負けてはいけない。立ち上がりなさい。もう一度、
再臨の主が来られる、私たちこそがこの望みであり、喜びであり、誇り
の冠だと、だから喜びなさいとこうおっしゃいました。そうして、キリスト
の再臨の時の主役はあなた方だと励ましました。
私たちは主の再臨に向かって、神様の好意の中を歩んでいきたいで

す。自分には出来ないと思われる現実が目の前にあっても、信仰によっ
て神様が一緒にいるので必ずできると信じて行動しましょう。神が自分
に立てたご計画を自分のものとして行動を起こすなら、神の導きの中で、
あら、できた。できている。と神様が下さる好意と賜物が働いて不可能
が可能になるのを体験します。

いつも主にあって喜びなさい。もう一度言います。喜びなさい。 あ
なたがたの寛容な心が、すべての人に知られるようにしなさい。主
は近いのです。何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもっ
てささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知ってい
ただきなさい。そうすれば、すべての理解を超えた神の平安が、あ
なたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。

（ピリピ人への手紙4章4～7節）

この世には喜べないことが多 あ々りますが、私たちは感謝の力で目線
を天に引き上げて喜ぶことを選択します。聖書のみことば、神様が良く
してくださったことを思い巡らして感謝していく時、私たちは、神がくだ
さる理解を超えた神の平安の中で神と交流します。
感謝をもって捧げる祈りと願いの持つ力は、ただ単に神様に願い事

をするのとは、全く違います。神様に感謝しながら、これも感謝、あれ
も感謝と祈っていく時、それらの感謝は主への捧げ物、詩篇100篇に
ある感謝のいけにえとなり、神様の御前に進み出ることを可能とします。
神様の聖書みことばの中に神の御心はすでに現れており、私たちはみ

ことばを読み、黙想し、適用することで携挙と再臨に続く新天新地を目
指す神様のご計画の中に導かれて行きます。そのような時に宣言しま
しょう。神様の御心ならば受け取りますと、そして私の思いを横に置いて、
あなたの御心を受け取りますと信仰のことばを告白しましょう。日本全
国のオメガファミリーの皆様へ心からの感謝を込めて、2023年の神様
の大いなる祝福と栄光があふれますようお祈りします。

Omega Grace Letter Vol .1

神の夢を共に見る

米国大学を卒業後、クリスチャン実業家として上場企業の代表取締役から
現在は投資家としてセミナー講師としても活躍。
21世紀キリスト教会を開拓し主任牧師となる。
現在、21世紀キリスト教会宣教師。オメガ・ジャパン理事長

増山 浩史（ますやま ひろふみ）
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永遠の命にある希望を伝える使命をもって
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2023年2月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

尊い王なる主の御名を心より賛美します。

2023年2月、いよいよ栄子・スティーブンス師が、日本縦断講演のために来日します。今回、オメガの新シーズン
がスタートです。

今から約10年前に、オメガ・ミニストリーズから法人化に向けて、現在のオメガ・ジャパンの本格的な活動準備
が始動しました。その際に与えられた4ステップビジョンは、①知る―②祈る―③つながる―④伝える、です。

栄子・スティーブンス師が、神に召され、一歩一歩、主の道を歩んで来られました。書き記すと、どれほどの
宣教の証しがあふれるのだろうかと思います。しかし、いつも栄子師は、ひたすら前を向いて、主が来られる日に
備えて、神のことばを叫び続けたい！ ただ一心に、その召された一事に使命をもって歩み続けておられます。

オメガ4ステップサイクルは、らせん階段を天に向かって上がり続けていくビジョンです。それは、限りなき神の
愛に向かって、神の愛の内に歩み、神の愛の満ちた永遠の住まいへの憧れ、天の故郷を目指しています。

オメガは、日本の教会へ仕え、日本のすべての人に神の国の恵みと、イエス・キリストにある永遠の命にある
希望を伝える使命を喜びとしています。今年、日本に向けられた神様の愛を日本全国あらゆる地域へ、神様のあふ
れる愛と喜びと、真理と命の水が流れますよう、祈りと再献身の思いで、オメガグレイス・ジャパンツアー 2023

「栄子・スティーブンス日本縦断講演」が開始されます。

第１回 － 2月の訪問地域について、8ページの「お知らせ」と「祈りの課題」に詳細があります。どうぞ、日本の
教会が互いにとりなし祈り、仕え合い、神の大いなる祝福が満ちあふれますよう共にお祈りください。

第２回 － 10月～11月のご予約申込やお問い合わせについては、別紙申込案内チラシがありますので、ご参考に
なさってください。そして、お気軽にお問い合わせください。共に日本の教会と、その地域の祝福のために仕えて
まいりたいと準備しています。どうぞよろしくお願いいたします。

2023年、主のご栄光が、日本全国の教会を通して、その地域の上に輝き、主のご臨在が豊かにあふれますよう、
心より祝福をお祈り申し上げます。

教会（～日本の教会～）はキリストのからだであり、すべてのものをすべてのもので満たす方が満ちておられる
ところです。　エペソ人への手紙　1章23節

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）
を知り、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言
の成就を学び、今がどんな「時」なのか知ることから始めます。
そして、神のマスタープランと「時」を知ることにより、教会

（キリストの体）が今の時代における役割を担い、日本、アジア、
イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈ります。
キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、そして
すべての国々から召し出された神の民が、真の一致をもって
つながることを目指します。
神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性
を伝え、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨
の福音」を、すべての人々に伝えます。

①知る

②祈る

③つながる

④伝える

知る

祈る

つながる

伝える
全世界の

すべての人へ

①

③

②④
すなわち神は、世界の基が据えられる前から、この方にあって私

たちを選び、御前に聖なる、傷のない者にしようとされたのです。
神は、みこころの良しとするところにしたがって、私たちをイエス・
キリストによってご自分の子にしようと、愛をもってあらかじめ定め
ておられました。（エペソ人への手紙1章4～5節）

神様は、将来に対して大きな夢を持っておられ、そこにビジョンと計
画を持っておられます。そして、その夢に対し神様は、私たちに対する
計画も持っておられ、その計画の中で私たちに愛情深い親が愛する子
を祝福するように良い物を与えてくださいます。

神様は世界の基が据えられる前から、すでに私たちを選び、そして、
神の子とするというご計画を持っておられました。それも愛をもってあら
かじめ定めていたと聖書に書いてあります。
父なる神、御子イエスと聖霊様、三位一体の神様を私たちは聖書を
通して、知っています。世界ができる前、父なる神、御子なる神、聖
霊なる神で話し合われました。さあ、これから、天と地を創造しよう、
そして、人を造ろう。わたしの子どもとして、人を造ろうと、そのような
ご計画を立てられました。
神様は、永遠の時間の中におられるので、永遠の中から、今私たち

の有限なものを創造されました。そして、この永遠なる神様が、私たち
を将来、永遠なる神の子どもとするご計画を立てられました。これは、
イエス・キリストによって私たちを神の子にするご計画でしたが、それだ
けではありません。

神は夢の実現に向けて遠大な計画を立てて実行しておられます。聖
書にある神のご計画を大きく七幕に分けて見てみましょう。

一幕：天地創造 
二幕：ノアの洪水 
三幕：信仰の父アブラハム 
四幕：イエス・キリストの恵み 
五幕：携挙と大患難 
六幕：千年王国
七幕:フィナーレ：新天新地

この七幕から見ると今、私たちは第四幕にいます。これは、神様が
最初に天地創造に見た夢であり、ご計画です。神様は、私たちが神
様と共に住み、涙も悲しみもない、そのような新天新地の素晴らしさを、
創造の初めから夢見ていました。そして、そのことを実現するために、
実行計画をスタートし、私たちをいよいよ神の子とするために、神ご自
身が人となって来られました。そうしてキリストによって第四幕は幕が開
き現在は第五幕に向かって世界の歴史は進行しています。

モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければな
りません。それは、信じる者がみな、人の子にあって永遠のいのち
を持つためです。」神は、実に、そのひとり子をお与えになったほど
に世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅びること
なく、永遠のいのちを持つためである。神が御子を世に遣わされた
のは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためで
ある。（ヨハネの福音書3章14～17節）

神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのち
を得させてくださいました。それによって神の愛が私たちに示された
のです。私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私た
ちの罪のために、宥めのささげ物としての御子を遣わされました。
ここに愛があるのです。（ヨハネの手紙 第一 4章9～10節）

時々、私たちは何か信仰生活で行き詰まってしまうことがありますが、
それは、第四幕だけを見て、第四幕に自分の夢を閉じ込めてしまう時、
非常に身近なところにゴールを置いてしまうことで永遠の視点を欠いてし
まいます。実は、私たちは、救いにあずかり信仰によって神の子どもに
なりましたが、その恵みの大きさは、新天新地につながっています。そ
ういう意味では、私たちの人生は始まったばかりなのです。

私たちが、信仰生活に入っていく時、神様は私たちにも、神の夢の
一部になることを願っておられることを感じます。私たちは、今、第四
幕にいますが、これから教会が携挙され、また、大患難時代がやって
きます。そんな中にあって、神様は一つ一つご自分のご計画を新天新
地に向かって進行しておられます。そうして、神様は、ご自分のご計画
の中で、私たちに神様の子どもとしての使命と任務をお与えになりました。
　

私は、信仰を持つ前、神様が存在したとして神様の役に立てる、何
かできる、もしもそんなことがあったら、凄いだろうな、素晴らしいなと
思っていました。そして、聖書に出会い、教会に行き、神様に出会うこ
とを通して、神様のお役に立てることがあると知った時、本当に嬉しく
なったのを覚えています。恐らくたくさんの方が、自分が神様のお役に
立てると思う時、その凄さにワクワクしてくると思います。しかし、聖書
によると私たちより先に神ご自身が、私たちを神様の夢に招いておられ
ワクワクしていたようです。

わたし自身、あなたがたのために立てている計画をよく知っている
─主のことば─。それはわざわいではなく平安を与える計画であり、
あなたがたに将来と希望を与えるためのものだ。あなたがたがわたしに
呼びかけ、来て、わたしに祈るなら、わたしはあなたがたに耳を傾ける。 
あなたがたがわたしを捜し求めるとき、心を尽くしてわたしを求める
なら、わたしを見つける。（エレミヤ書29章11～13節 ）

エレミヤを通して、神様は私たちに計画を持っている。とおっしゃい
ました。私たちが生まれる前から神様のご計画の一部として
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です。神様は平安なお方なので、私たちが神のご計画の中に入ってい
くとき、そこには、神の平安があります。その平安がもたらすものは、将
来と希望です。とおっしゃっています。将来と希望のゴールは新天新地
という、もう涙もない、悲しみもない、神と人とが共に住む永遠の喜び
です。喜んでも3時間くらい、一晩、次の日になると現実にかえって喜
びがなくなる、そんな地上生活のレベルの喜びをはるかに超える最大級
の上質な喜びです。私たちも神の夢を共に見ながら、その日を楽しみに
歩んでいきたいと思います。

神様が下さったご計画に従って歩む時、神は賜物と好意をください
ます。この神様のご計画に従って私たちが歩み出すとは自己実現的で
肉的な願い、ああしたい、こうしたい、こうなったら自分が幸せになれる
という生き方ではありません。神様が立ててくださった計画の中に私た
ちが身を置いて、神様の御心を探し求めて行く歩みです。神様が自分
に立てた計画を知りその計画の中を歩みだすなら、私たちは神様からの
特別な好意と賜物によって歩みだすようになります。
そして、神様のご計画の中に入っていくとき、実は、私たちは神様の
夢の中を歩み出します。神様が天地創造の基を置かれる前に、神様
がもって見たあの夢のビジョンの中に生きるようになっていきます。神様
の夢の実現の一部になるのですから神様から特別な好意と賜物を頂く
のは当然です。

2023年は今までと全然次元が違う、神様の好意と賜物（卓越した才
能・能力）の中を走り出す。そのような一年になってほしいと思います。
エレミヤは預言者でした。神様は、預言者を通して語られます。エ

レミヤ書29章において、神様は「私はあなたを知っている」と言います。
これは私たち一人ひとりに、間違いなく語り掛けていることばです。また、
預言者イザヤは、神様の語ったことばは、必ず成功して帰ってくると預
言しました。だから私たちが夢を描いてビジョン、計画を立てるとするな
ら、神様の夢の中に自分の夢を見て、神様のご計画の中に自分の計
画を立てていきましょう。そして、自分が持っている様々な資源、自分
の能力、経済力、肉体的労働力などを総動員して、神のご計画のた
めに用いていくなら、神様はその資源を何倍にも祝福してくださるでしょ
う。今年、この生きた信仰の体験をぜひ受け取りましょう。

私たちの主イエスが再び来られるとき、御前で私たちの望み、喜
び、誇りの冠となるのは、いったいだれでしょうか。あなたがたで
はありませんか。（テサロニケ人への手紙 第一 2章19節）

パウロは、テサロニケの教会の人に対して手紙を書きました。彼もい
ろんな迫害、困難が目の前にあって、自分自身も難しさの中にいました。
しかし、パウロは困難に負けてはいけない。立ち上がりなさい。もう一度、
再臨の主が来られる、私たちこそがこの望みであり、喜びであり、誇り
の冠だと、だから喜びなさいとこうおっしゃいました。そうして、キリスト
の再臨の時の主役はあなた方だと励ましました。
私たちは主の再臨に向かって、神様の好意の中を歩んでいきたいで

す。自分には出来ないと思われる現実が目の前にあっても、信仰によっ
て神様が一緒にいるので必ずできると信じて行動しましょう。神が自分
に立てたご計画を自分のものとして行動を起こすなら、神の導きの中で、
あら、できた。できている。と神様が下さる好意と賜物が働いて不可能
が可能になるのを体験します。

いつも主にあって喜びなさい。もう一度言います。喜びなさい。 あ
なたがたの寛容な心が、すべての人に知られるようにしなさい。主
は近いのです。何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもっ
てささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知ってい
ただきなさい。そうすれば、すべての理解を超えた神の平安が、あ
なたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。

（ピリピ人への手紙4章4～7節）

この世には喜べないことが多 あ々りますが、私たちは感謝の力で目線
を天に引き上げて喜ぶことを選択します。聖書のみことば、神様が良く
してくださったことを思い巡らして感謝していく時、私たちは、神がくだ
さる理解を超えた神の平安の中で神と交流します。
感謝をもって捧げる祈りと願いの持つ力は、ただ単に神様に願い事

をするのとは、全く違います。神様に感謝しながら、これも感謝、あれ
も感謝と祈っていく時、それらの感謝は主への捧げ物、詩篇100篇に
ある感謝のいけにえとなり、神様の御前に進み出ることを可能とします。
神様の聖書みことばの中に神の御心はすでに現れており、私たちはみ

ことばを読み、黙想し、適用することで携挙と再臨に続く新天新地を目
指す神様のご計画の中に導かれて行きます。そのような時に宣言しま
しょう。神様の御心ならば受け取りますと、そして私の思いを横に置いて、
あなたの御心を受け取りますと信仰のことばを告白しましょう。日本全
国のオメガファミリーの皆様へ心からの感謝を込めて、2023年の神様
の大いなる祝福と栄光があふれますようお祈りします。

教会堂の設計デザインは
日本の建築家安藤忠雄氏
東京広尾の教会
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永遠の命にある希望を伝える使命をもって

06

2023年2月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

尊い王なる主の御名を心より賛美します。

2023年2月、いよいよ栄子・スティーブンス師が、日本縦断講演のために来日します。今回、オメガの新シーズン
がスタートです。

今から約10年前に、オメガ・ミニストリーズから法人化に向けて、現在のオメガ・ジャパンの本格的な活動準備
が始動しました。その際に与えられた4ステップビジョンは、①知る―②祈る―③つながる―④伝える、です。

栄子・スティーブンス師が、神に召され、一歩一歩、主の道を歩んで来られました。書き記すと、どれほどの
宣教の証しがあふれるのだろうかと思います。しかし、いつも栄子師は、ひたすら前を向いて、主が来られる日に
備えて、神のことばを叫び続けたい！ ただ一心に、その召された一事に使命をもって歩み続けておられます。

オメガ4ステップサイクルは、らせん階段を天に向かって上がり続けていくビジョンです。それは、限りなき神の
愛に向かって、神の愛の内に歩み、神の愛の満ちた永遠の住まいへの憧れ、天の故郷を目指しています。

オメガは、日本の教会へ仕え、日本のすべての人に神の国の恵みと、イエス・キリストにある永遠の命にある
希望を伝える使命を喜びとしています。今年、日本に向けられた神様の愛を日本全国あらゆる地域へ、神様のあふ
れる愛と喜びと、真理と命の水が流れますよう、祈りと再献身の思いで、オメガグレイス・ジャパンツアー 2023

「栄子・スティーブンス日本縦断講演」が開始されます。

第１回 － 2月の訪問地域について、8ページの「お知らせ」と「祈りの課題」に詳細があります。どうぞ、日本の
教会が互いにとりなし祈り、仕え合い、神の大いなる祝福が満ちあふれますよう共にお祈りください。

第２回 － 10月～11月のご予約申込やお問い合わせについては、別紙申込案内チラシがありますので、ご参考に
なさってください。そして、お気軽にお問い合わせください。共に日本の教会と、その地域の祝福のために仕えて
まいりたいと準備しています。どうぞよろしくお願いいたします。

2023年、主のご栄光が、日本全国の教会を通して、その地域の上に輝き、主のご臨在が豊かにあふれますよう、
心より祝福をお祈り申し上げます。

教会（～日本の教会～）はキリストのからだであり、すべてのものをすべてのもので満たす方が満ちておられる
ところです。　エペソ人への手紙　1章23節

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）
を知り、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言
の成就を学び、今がどんな「時」なのか知ることから始めます。
そして、神のマスタープランと「時」を知ることにより、教会

（キリストの体）が今の時代における役割を担い、日本、アジア、
イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈ります。
キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、そして
すべての国々から召し出された神の民が、真の一致をもって
つながることを目指します。
神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性
を伝え、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨
の福音」を、すべての人々に伝えます。

①知る

②祈る

③つながる

④伝える

知る

祈る

つながる

伝える
全世界の

すべての人へ

①

③

②④
すなわち神は、世界の基が据えられる前から、この方にあって私

たちを選び、御前に聖なる、傷のない者にしようとされたのです。
神は、みこころの良しとするところにしたがって、私たちをイエス・
キリストによってご自分の子にしようと、愛をもってあらかじめ定め
ておられました。（エペソ人への手紙1章4～5節）

神様は、将来に対して大きな夢を持っておられ、そこにビジョンと計
画を持っておられます。そして、その夢に対し神様は、私たちに対する
計画も持っておられ、その計画の中で私たちに愛情深い親が愛する子
を祝福するように良い物を与えてくださいます。

神様は世界の基が据えられる前から、すでに私たちを選び、そして、
神の子とするというご計画を持っておられました。それも愛をもってあら
かじめ定めていたと聖書に書いてあります。
父なる神、御子イエスと聖霊様、三位一体の神様を私たちは聖書を
通して、知っています。世界ができる前、父なる神、御子なる神、聖
霊なる神で話し合われました。さあ、これから、天と地を創造しよう、
そして、人を造ろう。わたしの子どもとして、人を造ろうと、そのような
ご計画を立てられました。
神様は、永遠の時間の中におられるので、永遠の中から、今私たち

の有限なものを創造されました。そして、この永遠なる神様が、私たち
を将来、永遠なる神の子どもとするご計画を立てられました。これは、
イエス・キリストによって私たちを神の子にするご計画でしたが、それだ
けではありません。

神は夢の実現に向けて遠大な計画を立てて実行しておられます。聖
書にある神のご計画を大きく七幕に分けて見てみましょう。

一幕：天地創造 
二幕：ノアの洪水 
三幕：信仰の父アブラハム 
四幕：イエス・キリストの恵み 
五幕：携挙と大患難 
六幕：千年王国
七幕:フィナーレ：新天新地

この七幕から見ると今、私たちは第四幕にいます。これは、神様が
最初に天地創造に見た夢であり、ご計画です。神様は、私たちが神
様と共に住み、涙も悲しみもない、そのような新天新地の素晴らしさを、
創造の初めから夢見ていました。そして、そのことを実現するために、
実行計画をスタートし、私たちをいよいよ神の子とするために、神ご自
身が人となって来られました。そうしてキリストによって第四幕は幕が開
き現在は第五幕に向かって世界の歴史は進行しています。

モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければな
りません。それは、信じる者がみな、人の子にあって永遠のいのち
を持つためです。」神は、実に、そのひとり子をお与えになったほど
に世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅びること
なく、永遠のいのちを持つためである。神が御子を世に遣わされた
のは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためで
ある。（ヨハネの福音書3章14～17節）

神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのち
を得させてくださいました。それによって神の愛が私たちに示された
のです。私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私た
ちの罪のために、宥めのささげ物としての御子を遣わされました。
ここに愛があるのです。（ヨハネの手紙 第一 4章9～10節）

時々、私たちは何か信仰生活で行き詰まってしまうことがありますが、
それは、第四幕だけを見て、第四幕に自分の夢を閉じ込めてしまう時、
非常に身近なところにゴールを置いてしまうことで永遠の視点を欠いてし
まいます。実は、私たちは、救いにあずかり信仰によって神の子どもに
なりましたが、その恵みの大きさは、新天新地につながっています。そ
ういう意味では、私たちの人生は始まったばかりなのです。

私たちが、信仰生活に入っていく時、神様は私たちにも、神の夢の
一部になることを願っておられることを感じます。私たちは、今、第四
幕にいますが、これから教会が携挙され、また、大患難時代がやって
きます。そんな中にあって、神様は一つ一つご自分のご計画を新天新
地に向かって進行しておられます。そうして、神様は、ご自分のご計画
の中で、私たちに神様の子どもとしての使命と任務をお与えになりました。
　

私は、信仰を持つ前、神様が存在したとして神様の役に立てる、何
かできる、もしもそんなことがあったら、凄いだろうな、素晴らしいなと
思っていました。そして、聖書に出会い、教会に行き、神様に出会うこ
とを通して、神様のお役に立てることがあると知った時、本当に嬉しく
なったのを覚えています。恐らくたくさんの方が、自分が神様のお役に
立てると思う時、その凄さにワクワクしてくると思います。しかし、聖書
によると私たちより先に神ご自身が、私たちを神様の夢に招いておられ
ワクワクしていたようです。

わたし自身、あなたがたのために立てている計画をよく知っている
─主のことば─。それはわざわいではなく平安を与える計画であり、
あなたがたに将来と希望を与えるためのものだ。あなたがたがわたしに
呼びかけ、来て、わたしに祈るなら、わたしはあなたがたに耳を傾ける。 
あなたがたがわたしを捜し求めるとき、心を尽くしてわたしを求める
なら、わたしを見つける。（エレミヤ書29章11～13節 ）

エレミヤを通して、神様は私たちに計画を持っている。とおっしゃい
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そして、神様のご計画の中に入っていくとき、実は、私たちは神様の
夢の中を歩み出します。神様が天地創造の基を置かれる前に、神様
がもって見たあの夢のビジョンの中に生きるようになっていきます。神様
の夢の実現の一部になるのですから神様から特別な好意と賜物を頂く
のは当然です。

2023年は今までと全然次元が違う、神様の好意と賜物（卓越した才
能・能力）の中を走り出す。そのような一年になってほしいと思います。
エレミヤは預言者でした。神様は、預言者を通して語られます。エ

レミヤ書29章において、神様は「私はあなたを知っている」と言います。
これは私たち一人ひとりに、間違いなく語り掛けていることばです。また、
預言者イザヤは、神様の語ったことばは、必ず成功して帰ってくると預
言しました。だから私たちが夢を描いてビジョン、計画を立てるとするな
ら、神様の夢の中に自分の夢を見て、神様のご計画の中に自分の計
画を立てていきましょう。そして、自分が持っている様々な資源、自分
の能力、経済力、肉体的労働力などを総動員して、神のご計画のた
めに用いていくなら、神様はその資源を何倍にも祝福してくださるでしょ
う。今年、この生きた信仰の体験をぜひ受け取りましょう。

私たちの主イエスが再び来られるとき、御前で私たちの望み、喜
び、誇りの冠となるのは、いったいだれでしょうか。あなたがたで
はありませんか。（テサロニケ人への手紙 第一 2章19節）

パウロは、テサロニケの教会の人に対して手紙を書きました。彼もい
ろんな迫害、困難が目の前にあって、自分自身も難しさの中にいました。
しかし、パウロは困難に負けてはいけない。立ち上がりなさい。もう一度、
再臨の主が来られる、私たちこそがこの望みであり、喜びであり、誇り
の冠だと、だから喜びなさいとこうおっしゃいました。そうして、キリスト
の再臨の時の主役はあなた方だと励ましました。
私たちは主の再臨に向かって、神様の好意の中を歩んでいきたいで

す。自分には出来ないと思われる現実が目の前にあっても、信仰によっ
て神様が一緒にいるので必ずできると信じて行動しましょう。神が自分
に立てたご計画を自分のものとして行動を起こすなら、神の導きの中で、
あら、できた。できている。と神様が下さる好意と賜物が働いて不可能
が可能になるのを体験します。
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なたがたの寛容な心が、すべての人に知られるようにしなさい。主
は近いのです。何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもっ
てささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知ってい
ただきなさい。そうすれば、すべての理解を超えた神の平安が、あ
なたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。

（ピリピ人への手紙4章4～7節）

この世には喜べないことが多 あ々りますが、私たちは感謝の力で目線
を天に引き上げて喜ぶことを選択します。聖書のみことば、神様が良く
してくださったことを思い巡らして感謝していく時、私たちは、神がくだ
さる理解を超えた神の平安の中で神と交流します。
感謝をもって捧げる祈りと願いの持つ力は、ただ単に神様に願い事

をするのとは、全く違います。神様に感謝しながら、これも感謝、あれ
も感謝と祈っていく時、それらの感謝は主への捧げ物、詩篇100篇に
ある感謝のいけにえとなり、神様の御前に進み出ることを可能とします。
神様の聖書みことばの中に神の御心はすでに現れており、私たちはみ

ことばを読み、黙想し、適用することで携挙と再臨に続く新天新地を目
指す神様のご計画の中に導かれて行きます。そのような時に宣言しま
しょう。神様の御心ならば受け取りますと、そして私の思いを横に置いて、
あなたの御心を受け取りますと信仰のことばを告白しましょう。日本全
国のオメガファミリーの皆様へ心からの感謝を込めて、2023年の神様
の大いなる祝福と栄光があふれますようお祈りします。

教会堂の設計デザインは
日本の建築家安藤忠雄氏
東京広尾の教会



Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階　Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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10日間の旅」は、2023年6月5日～14日の予定で準備が進められています。
現地合流の方を含めて、45名の参加者の予定です。主を待ち望み、主を
愛する心を深める旅となりますよう、日本からイスラエルとヨルダンを祝福
する旅となりますよう、引き続き共にお祈りください。

日本全国の教会と地域の祝福のために
　栄子・スティーブンス師の日本のリバイバルへの召しが与えられて、35年
近くになります。神学校を卒業後、イスラエル、アメリカでの生活を送りながら、
宣教活動、イスラエルと日本で支援団体を立ち上げてまいりました。昨年、
最愛の夫であるビル師を天に見送り、いよいよ献身の思いは深まり、栄子師
の日本の教会へお仕えし続けていく志は、神の愛と共に、変わらない祈りを
捧げています。2023年、神の臨在の器である栄子・スティーブンス師が、
さらに荒野で叫ぶ者の声として、主が来られる日に備えて、元気いっぱいに
みことばを語ることができますよう、引き続き共にお祈りください。よろしく
お願いいたします。

1
祈りの課題

2

3

日本列島縦断講演「オメガ・ジャパンツアー2023」のために
　2月、来日訪問地区は、関東地区、関西地区、中国地区、九州
地区を予定しております。日本の教会、日本全国の祝福となり、多くの
方々が救われますように。すべての備えと準備、各集会の祝福の
ために。栄子・スティーブンス師の健康が日々守られ、主の油注ぎ
が満ちあふれますようお祈りください。
　また、第2回目の申し込みを受け付け開始します。どうぞ、日本
全国47都道府県すべての地域に神のみことばが種となり、大い
なる祝福とリバイバルへの道備えの役割を果たすことができます
ように、すべての必要が満たされますよう共にお祈りください。

第4回オメガプレミアム・ツアーのために
　「栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

栄子・スティーブンスと行く

日程：2024年2月上旬～3月上旬 予定
イスラエル&ヨルダン（ペトラ）10日間の旅

事前優待予約・案内申込受付スタート！！

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

第5回オメガプレミアム・グレイスツアー

事前予約申込をされた方には、詳細が決まり次第、
日程・内容・費用などを事前にお知らせいたします。

事前優待予約・案内希望　受付期間

Eメール
FAX

専用フォーム

tour@omega.or.jp
06-6777-2117　
https://www.omega.or.jp/tour/

※詳細内容・
お申込等について
添付チラシあり

※詳細内容・お申込等について添付チラシあり

2023年1月21日～2月28日まで
専用フォーム

日本列島縦断講演

お問合せ
info@omega.or.jp
Eメール開催地域でのセミナー等にご参加希望の方は、

日時・開催場所・内容等をご案内させていただきます。

お問合せ・お申し込み：オメガ・ジャパン
info@omega.or.jp
06-6777-2117

Eメール
TEL&FAX

オメガ・ジャパンツアー2023
第1回　2023年2月1日～3月1日
右記の地域でのセミナー等開催が決定しました。
どうぞ覚えてお祈りください。
関東地区・関西地区・中国地区・九州地区予定

第2回　予約・お問合せスタート！　

礼拝・講演会・伝道集会・各種セミナー・牧師会・修養会
等の申込受付を開始します！

2/5 京都府（君は愛されるために生まれた・終末論セミナー）
2/11・12 福岡県（終末論セミナー）
2/15 大分県（終末論セミナー・牧師会）
2/17 岡山県（イスラエルセミナー）
2/19 広島県（君は愛されるために生まれた・終末論セミナー）
2/23 群馬県（過ぎ越しの祭り実演セミナー・牧師会）
2/26 東京都（黙示録質疑応答セミナー）

TEL&FAX
06-6777-2117

OMEGA GRACE 2023－24

2023年9月下旬～11月ごろ来日予定
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イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）
日程：2024年2月上旬～3月上旬（予定）

一般社団法人オメガ・ジャパン
〒540-0004 大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階 
TEL&FAX : 06-6777-2117　Email : info@omega.or.jp

株式会社 ホーリーランド ツーリストセンター
（観光庁長官登録旅行業 第2077号）
〒541-0041 大阪市中央区北浜2-3-10 VIP関西センター5F

栄子・スティーブンスと行く

10日間の旅

事前優待予約受付中！！

企画・主催　 旅行企画・実施

Omega Japan

事前予約申込をされた方には、詳細が決まり次第、日程・内容・費用などを事前にお知らせいたします。

事前優待予約・案内希望　受付期間：2023年1月21日～2月28日まで

専用フォーム
Eメール
FAX

https://www.omega.or.jp/tour/
tour@omega.or.jp
06-6777-2117　※FAXでお申し込みの方は、裏面の申込書をご活用ください。

ペトラ現地での黙示録「聖書の完結編」セミナー

お申し込み方法

専用フォーム

第5回　オメガプレミアム・グレイスツアー



栄子・スティーブンスと行く　
イスラエル ＆ ヨルダン（ペトラ）10日間の旅

FAX
申込書 06-6777-2117

FAX

一般社団法人オメガ・ジャパン　
〒540-0004　大阪府大阪市中央区玉造2-26-47大阪クリスチャンセンター4階
TEL＆FAX 06-6777-2117　メール info@omega.or.jp

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

事前優待予約・案内希望　申込書

下記の必要事項をご記入ください。
お名前（漢字）

お名前（ローマ字）

ご住所　〒

連絡先（TEL）

連絡先（Eメール）

年齢（年代）

備考（2名以上でご参加予定される方々や教会グループの場合は、参加予定人数及びお名前をご記入ください。）

日程：2024年2月上旬～3月上旬（予定）

第5回 オメガプレミアム・グレイスツアー

第5回 オメガプレミアム・グレイスツアー
栄子・スティーブンスと行く　イスラエル ＆ ヨルダン（ペトラ）10日間の旅

事前優待予約・案内希望　受付期間：2023年1月21日～2月28日まで

代


